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学習科学から見ると、主体的・対話的で深い学び、探究的な学習は
どのように説かれるか－『授業づくりと授業研究に活かす学習科学
入門』から 河野麻沙美先生（上越教育大学准教授）

（新著の紹介）



（ご紹介）

河野麻沙美
かわの まさみ

上越教育大学大学院学校教育研究科・准教授

静岡大学大学院教育学研究科附属学習科学研究教育センター
（RECLS）・学外協力研究員。博士（教育学）。

東京大学大学院教育学研究科後期課程単位取得退学、日本
学術振興会特別研究員（DC2, PD)、東京大学大学院教育学研
究科附属学校教育高度化センター助教、東京大学海洋教育促
進研究センター特任講師、上越教育大学大学院学校教育研究
科講師を経て、現職。

主な著書に、『学習科学ガイドブック』（共著，北大路書房）、『算数授業
における協同的な学習過程の検討』（単著、風間書房）、『教師のわざを科
学する』（共著、一莖書房）、『教育における評価の再考』（「授業の評
価」、ミネルヴァ書房）、『児童心理学の進歩vol.60』（「授業研究への
心理学的アプローチ」、金子書房）、「初めて学ぶ教職⑬ 総合的な学習の
時間」（共著、ミネルヴァ書房）、共訳書に『学習科学ハンドブック第１版
（培風館）がある。
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河野麻沙美・河﨑美保 (2025). 授業づくりと授業研究に
活かす学習科学入門 北大路書房

第1章 「学び」を探究するワケ
1.1 なぜ“How People Learn”か？ 1.2 人はどのように「学ぶ」のか他

第2章 「学び」が意味するコト
2.1 獲得メタファの学び 2.2 参加メタファの学び 2.3 「学び」の理解

はどのように変わってきたか 他
第3章 今求められる「学び」
3.1 知識創造メタファの学び 3.2 知識構築の学び 他

第4章 深い学び：資質・能力の３つの柱を「バランスよく育てる」とは
4.1 熟達化 4.2 生産的失敗 4.3 メタ認知

第5章 対話的な学び：何のための対話・協働か
5.1 建設的相互作用 5.2 学習共同体 5.3 CSCL 他

第6章 主体的な学び：主体的であるとはどういうことか
6.1 自己調整学習 6.2 社会共有的調整学習 6.3 shared epistemic 

agency 他
第7章 何のための探究か

7.1 探究学習で理解が深まるとは 7.3 探究に協働は必要か 他
第3部 学習科学で生み出すこれからの学び 他
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本書で書けなかったことを「深掘りnote」で継続執筆
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刊行記念イベントのご案内 12/11（木）19:00～(Zoomウェビナー)



それではご覧ください



『学習科学入門』

授業づくりと授業研究に活かす

上越教育大学 河野 麻沙美
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